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研究成果の概要（和文）： 

現代人類学は、これまでの中立性と客観性を強調する立場から、対象への関与を承認する立

場へと移行している。だが異文化のフィールドへの「関与」を正当化する論理は何なのだろう

か。本研究は、生活人類学的視点を樹立してこの問いに答えようとする。そのために本研究は、

日本・東アジア、東南アジア、南アジア、アフリカの 4つの地域的クラスターと、自然・環境、

社会・関係、文化・創造という三つの系を設定し、それぞれを専門とする研究者を配して「生

活世界安定化のための便宜」を最優先とする視点による共同調査を実施した。 

研究成果の概要（英文）： 

The upheavals experienced by the neo-liberal modern world have direct effects on 

the “field” in which anthropologists conduct their research and the people who live 

there. Problems such as civil wars and massacres, development and environmental 

destruction, immigration and exclusion, and poverty and the spread of infectious 

disease are not simply “local” in nature, but manifest themselves as well in the context 

of global relations of dependence. Under globalised neo-liberalism, anthropology has 

moved from a position that emphasizes neutrality and objectivity to one that 

acknowledges the commitment. But what logic justifies engagement and intervention 

in foreign cultures? In the intellectual and practical struggle to respond to that 

question, this study has examined and proposed an everyday life oriented 

anthropological approach. 
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１．研究開始当初の背景 

現代世界の周縁部に押しやられた共同体は、

自然・生態環境の劣悪化や、生業基盤の崩壊

に直面している。森林や河川は荒れ、農林漁

業では生計がたちゆかなくなった。さらに伝

統的な祭祀や社会組織を維持することも困

難になっている。アジアやアフリカ、そして

日本の過疎地域には、こうした危機的な状況

にある共同体が数多く出現している。こうし

た周縁部の共同体は、これまで、中心から「問

題」視され、つねに「援助と救済」の対象と

されてきた。さらには中心部の人々を癒し慰

めるために、すでに滅びた古き良き時代を保

存する「観光保養の場」として位置づけられ

てきた。 

しかしながら、こうした共同体のなかには

危機的状況のなかにあっても、森林や河川を

保全したり、生業基盤を維持・再生したりす

る営みをつづけているものもある。また伝統

的な祭祀を変容させながら継続したり、伝統

的な相互扶助組織を再編成する試みもなさ

れている。もちろんこうした営みがすべてう

まくいくものではないものの、そのなかには、

外部からの力を咀嚼し、生活世界を再構築し

ていこうとする、小さな共同体に内発する新

たな共同性の萌芽が確認できる。たとえば、

西ケニアの山村では、血縁や地縁に閉じられ

た伝統的相互扶助を擬装し、本来なら対象と

されない「他者」を儀礼的に変換しながら互

助システムを拡大運用していく新しい暫定

的な共同性が生成されている（松田業績番号

16、50）。こうした共同性によって、危機的

状況下における生活世界の充実が実現され

てきたのである。周縁部の共同体の生活世界

に根ざしたこの共同性は、単一で絶対的な伝

統的共同意識とも、流動的で断片化されたポ

ストモダン的主体とも異なる。それは、確固

とした連帯が実現可能で、同時に、固定され

ることのない「生成する共同性」である。こ

うした問題設定のうえにたって、本研究は、

現代世界が必要とする新しい共同性の可能

性を、これら周縁部の共同体における生活世

界に求めた。そして、日本、アジア、アフリ

カにおける共同体の生活世界に胚胎する共

同性が、さまざまな生活領域において創造さ

れ再編成される過程分析を通して、ネオリベ

ラル的統治システムに対応・対抗する生活世

界の潜在力解明を試みた。新しい生活人類学

の構築を目指すのである（松田,2008）。そ

れを通して、これまであいまいで抽象的修辞

として用いられがちであった生活世界や生

活の論理を、具体的で有効な社会分析の枠組

として提示することを目指した。 

 

２．研究の目的 

現代世界において、これまで人類学が研究の

対象としてきた（伝統的）共同性は変質させ

られ解体されつつあるように見える。それは、

ネオリベラリズム的社会秩序の再編成によ

って、これまで存在し機能してきた人々の繋

がりを切断し断片化、流動化させていく現象

であった。人間が社会生活を営む限り、他者

とのあいだの連帯は不可欠であり、そのため

の共同性を必要とする。しかし一方で、共同

性はつねに、共同体への無条件の服従や他者

の暴力的排除を付随させるため、共同性を批

判しその解体を志向する視点が出現するこ

とになる。現代のネオリベラリズム的ガバメ



ンタリティは、こうして解体され断片化され

た秩序を、さらに巧妙に支配・統制していく

ものだ（Bauman,Z. 2001,2005）。 

では、このようなネオリベラリズム的な統治

システムに対して、そこで生を営む人々は、

いったいどのようにして生の基盤を充実さ

せていくことができるのだろうか。また現代

人類学は、こうしたネオリベラリズム的社会

秩序のなかでどのような営みに可能性を見

いだせるのだろうか。本研究では、こうした

グローバル化のなかで進行している共同性

の解体・再編成の過程を、それがもっとも顕

著な形で現象する「周縁部の小さな共同体」

の視点から検討した。そのうえで、小さな共

同体が強力な外部条件の影響のなかで生成

しつつある潜在的共同性の可能性を具体的

に提示することを目的とした。そのさい基本

的視座として本研究が注目するのが、断片化

液状化の現象する場である「生活世界」のも

つ多義的な可能性であった。 

 

３．研究の方法 

研究の基本的な方法は、「小さな共同体」

の「生活世界」において生成される共同性を

把握するためのインテンシィブなフィール

ド調査である。それに基づいて全体の計画を

二段階で構成した。第一に、外部条件のもと

で共同体の基盤が激しく揺らぐなかで、困難

を克服するために共同体が創意工夫を凝ら

す現場として、自然・生態系（環境を保全す

るために編み出す共同性）、社会・関係系（相

互に扶助し紛争を解決する際に創造する共

同性）、文化・創造系（精神世界や価値の揺

らぎに対応して生成される共同性）の３系を

設定した。各系の現場において、共同体が創

造・再創造する共同性を実証的に解明した。

第二に、この生活世界主導の共同性生成が、

世界各地の共同体で生起する共通の現象で

あることを確認するために、日本・東アジア、

東南・南アジア、アフリカの共同体において、

（共同性生成に向けた）生活世界の潜在力の

比較分析を行い、新しい共同性に関する一般

モデルを構築した。 

 

４．研究成果 

現代世界が経験している新自由主義的激

動は、人類学者のフィールドとそのフィール

ドで暮らしている人々に直接的な影響を与

えている。内戦と殺戮、開発と環境破壊、移

民と排除、貧困と感染症の蔓延、といった「問

題」は、たんなるローカルな「問題」にとど

まらず、グローバルな依存関係のなかで現象

する。また人類学者自身が、暴力的衝突や内

戦に巻き込まれたり、環境破壊や大規模開発、

あるいは環境保全や開発反対運動に関わっ

たりすることは、今やフィールドの日常とな

りつつある。こうした状況に直面した人類学

は、これまでのフィールドにおける中立性と

客観性を強調する立場から、対象への関与と

価値判断を積極的に承認する立場へと移行

していくことになる。しかしながら異文化の

フィールドへの「関与」や「介入」を正当化

する論理は何なのだろうか。本研究は、生活

人類学的視点を樹立してこの問いに答えよ

うとする知的・実践的な研究である。そのた

めに本研究は、日本・東アジア、東南アジア・

南アジア、アフリカの３つの地域的クラスタ

ーと、自然・生態、社会・関係、文化・創造

という三つの系を設定し、それぞれを専門と

する研究者を配して統一した視点を共有し

活用する共同調査を実施した。 

本研究は、新自由主義の時代的特徴である

「普遍主義」の勃興の様相を明らかにした上

で、それがもつ必然性と危険性を検討し、相

対主義的な世界と新たに登場した普遍主義

的な世界認識をこれからの人類学はどのよ



うに接合・折衝させことができるのかについ

て共同で検討した。それによって、この二つ

の世界認識を現代人類学はいかにして接合

し、錯綜する現実に対処する方向性を定める

のかについて一つの視点を獲得した。それが

日常人類学の生活論に依拠したアプローチ

であった。それは日常世界のなかで普遍主義

的価値・言説と相対主義的世界観の価値・言

説が、一方で本質化され自然化されながら、

他方で「生活世界安定化のための便宜」に基

づいて範列的に操られながら表出（活用）さ

れると捉えるものであり、この視点から四つ

のクラスターと三つの系の研究成果を総合

した。このように普遍主義的世界認識と相対

主義的世界観を、生活世界のなかに再定位し

てもう一つ別の次元で両者の共存・折衝・接

合・住み分けを展望することで、人類学は「関

与」と「介入」の回路の可能性を獲得するこ

とができる。その先に現代世界と切り結ぶ現

代人類学の世界を展望することができたの

である。 
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